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接触者調査：大きく二つの目的

•流行の拡大を抑制する
• 感染した可能性が高い者に対して、

早期より接触を避けさせることで、

次の感染機会を減らすことを期待

（＝全体の患者数を減らす）

•重症者を減らす

• 医療機関や高齢者施設などで重症化リスクを抱えた接触者を特
定して、健康監視を強化

対応を早めればクラスター連鎖
（リンク）を遮断し、大規模な
感染拡大を抑制できる
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有効な時期であれば一つ一つのクラスター連鎖の芽を摘むことでピークを遅らせる、低める意義は
高い

流行規模が大きい時期は濃厚接触者の特定と接触者調査に基づく古典的なクラスター
対策は実施困難であり、流行拡大抑制の意義が小さいことは従来より指摘（以下仮想

図）
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強力なNon-pharmaceutical intervention（薬剤によらない公衆衛生対応策）
例：ロックダウンなど⇒しかし、オミクロン株においては実際には行われない
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変異ウイルスの出現

対策が有効な
時期の閾値
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変異ウイルスに対しても接触者調査により初期の流行を低減してき
た
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探知患者数at

保健所Aの濃厚接触者内訳と各二次感染率等から接触者調査の寄与を推定

探知患者数=at-1

=at/Rt

リン
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家族親族
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*オミクロン株105症例（および濃厚接触者）の解析データより。 **オミクロン流行期保健所Aデータより

kt-1・at-1

0.79kt-1・at-1

(1- zt)at

その他
濃厚接触

×0.23 *

（家族・親族以外の
AR）

1人の陽性者
から発生する
濃厚接触者数
=kt-1

保健所が
把握でき
ていな
かった陽
性者との
接触から
の発生

0.79**

0.21 **

0.21kt-1・at-1

0.29・kt・at-1

0.05・kt・at-1

zt:リンク不明割合

保健所の接触者調査が
寄与した部分
→実行再生産数とリン
ク不明割合でおおよそ
わかる

リンク判明

リンク不明

保健所が
把握でき
ていな
かった陽
性者との
接触から
の発生

b・at

(0.34・kt-1)at-1

=(1-zt-b）at

↑全体に占める割合は
少ないものとしてb≈0と近似

ztat

≈

暫定情報

流行推移に応じた有効な接触者調査について現場と連携した情報収集・分析を実施中
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Rｔ

リンク不明割合

保健所Aにおける接触者調査の患者探知への寄与割合

全体のうち親族・家族”以外”の濃厚接触者からの発生は5-10%、一方で家族・親族の濃厚接触者はその5-6倍の患者発生に寄与する

患者増加初期や減少期では、接触者調査が次の患者発生に寄与する割合が高くなるため、保健所の接触
者調査が果たす役割は大きく、重要となる。

暫定情報

30%

59%

10%

患者数≈60人

リンク不明割合≈65%

Rt≈2.4

68%

28%

5%

患者数≈400人

リンク不明割合≈67%

Rt≈0.94

53%

40%

7%

患者数≈100人

リンク不明割合≈59%

Rt≈0.80

接触者調査以外からの発生割合

濃厚接触家族・親族からの発生割合

濃厚接触家族・親族”以外”からの発生割合

管内人口約40万人（2021年）*
60人（人口10万人あたり15人）

400人（同100人）
100人（同25人）

*出典：総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた2021」

54%

39%

7%

患者数≈300人

リンク不明割合≈57%

Rt≈0.94
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オミクロン株を含み感染性を増しているCOVID-19流
行時の感染者数減少に寄与する接触者調査とは

• 流行初期、感染拡大が落ち着いてきた時期の感染スピードの低減、封じ込めには接触者調査は効果的

• 流行極期であっても家庭内濃厚接触者に対する対応（行動制限の依頼）は共通して有効。ただし、流行極期では濃厚接触者の
同定・接触者調査全体が占める効果は低い

• 実施困難な地域では「一時的に」濃厚接触者の確認を全て止めることでもやむなし（広報による濃厚接触者と見なされる
方への注意喚起徹底が代用。医療機関や高齢者施設等で重症化リスクを抱えた接触者を特定した健康監視強化を目的とし
た重点化は必要）

• 一旦重点化した後でも、流行が低減してきた時期ではタイミングを見計らい、接触者調査を再開出来ることが重要

• 気を付けるべき点として、一度完全に（調査を）止めたところは、流行のレベルが下がっても調査を再開出来る状況に
中々戻らないところが多い

• 同じ自治体内であっても流行状況は地域（保健所単位等）で大きく異なる場合が少なくなく、地域レベルの流行状況の評価を
する必要有り（指標等については分析中）

• 上記の提案については、例えばオミクロン株のそもそもの病原性をどう捉えるか、ワクチン接種による免疫獲得状況、人々の
行動抑制状況の影響、BSC（Best Supportive Care）対象者の死亡に対する社会の受け止め、等を考慮していない7


